
亀 山 市 告 示 第 ７ ７ 号  

地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 ２ ５ ２ 条 の ２ 第 １ 項 の

規 定 に よ り 、 鈴 鹿 市 及 び 亀 山 市 に お け る は し ご 自 動 車 に 関 す る 連 携

協 約 を 締 結 し た の で 、 同 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 次 の と お り 告 示 す

る 。  

  令 和 元 年 １ ０ 月 ２ ９ 日  

                         亀 山 市 長  櫻  井  義  之  

 

鈴 鹿 市 及 び 亀 山 市 に お け る は し ご 自 動 車 に 関 す る 連 携 協 約  

 

鈴 鹿 市 （ 以 下 「 甲 」 と い う 。 ） 及 び 亀 山 市 （ 以 下 「 乙 」 と い

う 。 ） は 、 地 方 自 治 法 第 ２ ５ ２ 条 の ２ 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の

と お り は し ご 自 動 車 に 関 す る 連 携 協 約 を 締 結 す る 。  

 

（ 目 的 ）  

第 １ 条  甲 及 び 乙 が 相 互 に 連 携 し 、 消 防 力 の 向 上 を 図 る と と も に 効

率 的 な 行 政 運 営 を 促 進 す る た め 、 基 本 的 な 方 針 及 び 役 割 分 担 を 定

め る 。  

（ 基 本 方 針 ）  

第 ２ 条  甲 及 び 乙 は 、 前 条 に 規 定 す る 目 的 を 達 成 す る た め 、 別 表 に

掲 げ る 分 野 に つ い て 役 割 を 分 担 し 、 連 携 し て 事 務 を 執 行 す る も の

と す る 。  

（ 連 携 す る 取 組 及 び 役 割 分 担 ）  

第 ３ 条  甲 及 び 乙 が 相 互 に 連 携 し て 実 施 す る 取 組 及 び 役 割 分 担 に つ

い て は 、 別 表 に 掲 げ る と お り と す る 。  

（ 経 費 負 担 ）  

第 ４ 条  前 条 の 取 組 に 係 る 事 務 を 処 理 す る た め に 要 す る 経 費 の う ち 、

は し ご 自 動 車 の 整 備 に 要 し た 費 用 に つ い て は 、 ５ ０ ％ 分 を 甲 及 び

乙 が 均 等 に 負 担 し 、 残 余 を 甲 及 び 乙 が そ れ ぞ れ の 当 該 年 度 の 基 準

財 政 需 要 額 （ 消 防 費 ） に 応 じ た 割 合 に よ り 負 担 す る も の と す る 。  



２  前 項 の 整 備 に 要 し た 費 用 以 外 の 経 費 に つ い て は 、 甲 及 び 乙 が 協

議 し て 定 め る も の と す る 。  

（ 連 絡 会 議 ）  

第 ５ 条  甲 及 び 乙 は 、 こ の 連 携 協 約 の 推 進 に 係 る 連 絡 調 整 を 図 る た

め 、 連 絡 会 議 を 開 催 す る も の と す る 。  

（ 補 則 ）  

第 ６ 条  こ の 連 携 協 約 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 連 携 協 約 に 関 し 必

要 な 事 項 は 、 甲 及 び 乙 が 協 議 し て 定 め る も の と す る 。  

 

別 表 （ 第 ２ 条 、 第 ３ 条 関 係 ）  

分 野  基 本 方 針  取 組  
鈴鹿市の役割

分担  
亀 山 市 の 役 割

分 担  
消 防 力 の

向 上 と 施

設 な ど の

整 備 の 推

進  

消 防 体 制

の 強 化  
は し ご 自

動 車 の 整

備 に 関 す

る 取 組  

鈴 鹿 市 が 中 心 と

な っ て は し ご 自

動 車 の 整 備 及 び  
運 用 に 取 り 組 む 。

鈴 鹿 市 と 連 携 し

て は し ご 自 動 車

の 整 備 及 び 運 用

に 取 り 組 む 。  

 

 


